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平成31年度渡嘉敷村下水道事業特別会計予算

平成31年度渡嘉敷村の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

(歳入歳出予算)

第1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ23,905千円と定める。

2歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第1表 歳入歳出予算」による。
(一時借入金)

第2条 地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入の最高額は、10,000千円と定める。

(歳出予算の流用)

第3条 地方自治法第220条第2項但し書きの規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定める。

(1)各項に計上した給料、職員手当及び共済費 (賃金にかかる共済費を除く。)に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

平成3土年3月 6日提出

渡嘉敷村長 座 間 味 秀



第 1表 歳入歳出予算
歳 入

(単位 :千 円)

款 項 金   額

1分すR令及び央担令 1

1分 担 金 1

2 ド水道事業収人 6,082

1下水道事業収入 6,082

3県文出金 8,000

1県補助金 8,000

4繰 入 金 9,820

1繰 入 金 9,820

5繰 越 企 1

1繰 越 金 1

6村   償 1

1村   債 1

歳 人
△

計 23,905
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歳 出
|千円)

款 項 金   額

1 ド水道事業黄 19,562

1下水道事業費 19,562

2公 債 賀' 4,342

1公 債 費 4,342

3予 備 費 1

1予 備 費 1

歳 出 合 計 23,905



歳入歳出予算事項別明細書

1総 括
歳 入

款 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 ケヒ 較

1分担金及び負担令 1 1 0

2下水道事業収入 6,082 6,074 8

3県文出金 8.,000 24,000 △ 16,000

4繰 入 企 9,820 19,663 △9,843

5繰 越 金 1 1 0

6オ可   債 1 1 0

歳 入 合 計 23,905 49,740 △251835
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歳 出
(単位 i千円)

款 本年度予算額 前年度 予算額 ,と 較

本 年 度 予 算 客員 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
国 県 支 出 金 地  方  債 そ  の  他

1下水道事業費 19,562 441109 △ 24,547 8,000 0 0 11,562

2公 償 費 4,342 5,630 △ 1,288 0 0 0 4,342

3予 備 費 1 1 0 0 0 0 1

歳 出 合 計 23,905 49,740 △ 25,835 8,000 0 0 15,905



2歳 入

(款)1 担金及び負担金

2下水道事業収入

(款)3県 支出金

(項)1分 担 金

1下水道事業収入

(項)1県補助金

千円)

節

金  額
明説前 年 度 ,ヒ     車交

区   分
日 木 年 度

1下水道建設費分担金 10 1下水道建設費分

担金

11 上上下水道建設費分

担令

1 1 0言十

6,0791下水道料金1現年度分 6,079

2過年度分 1 1下水道料金 1

6,080 6,0721ド水道料金

1現年度分 1 1工事収入 1
1 1 021:事収入

1 1雑入 1
1 0 1雑   入3雑   人

6,074 8言十 6,082

1公共 ド水道建設

県補助企

8,000 24,000 △ 16,000 1公共下水道建設

補助金

8,000 1公共下水道建設補助金 8,000

言十 8,000 24,000 △ 16,000
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入  金 1 入  金

越 金

l責

5繰 越 金 1

(項

4

節
日 木 年 度 前 年 度 歩ヒ     車交

区   分 金  額
説 明

1繰 入 企 9,820 19,663 △ 9,843 1繰 入 金 9,820 1-般会計繰入金 9,820

言十 9,820 19,663 △9,843

単位 :千 円)

1繰 越 金 1 1 0 1繰 越 金 1 1前年度繰越金 1

言十 1 1 0

6オサ   イ費
1ド水道建設費 1 1 0 1下水道建設債 1 1下水道建設債 1

計 1 1 0



(款)1下 水道事 (項)1下 水道事 千円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳 節

特 定 財 源
本 年 度 前 年 度 ,ヒ   お交

県

金

国

支 地 方 債 そ の 他
一般 財 源 区   分 金  額

説 明

9旅   費 43 431職員県内旅費

11需 用 費 63 1消耗品費 63

1 般管理費 220 172 48 220

19負担金・補

助金及び交

付金

114 1日 本下水道協会負担金   46
2日 本下水道協会九州地方支割∫

負担金          9
8沖縄県下水道協会会費   29
4全国町村下水道推進協議会沖
縄県支部会費       30

11需 用 費 3,819 1消耗品費
2油脂燃料費
4光熟水費
5修繕費
7薬品費

10

29

2,733

951

96

12役 務 費 14 1通信運搬費 14

2下水道維持

費

11,840 2在 ,496 △ 12,656 3,0001   1

(県)公共下水道建設補助金 3,000

8,840

13委 託 料 8,005 1施設等維持管理委託料  2,041
2阿波連浄化センター汚泥移送
業務委託料       241
7施設電気等管理保守業務委託
料          178
14水質検査業務      543
27機械設備改築工事現場技術業
務          1,001
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(款)1下 水道事

)2公 債

(項)1下水道事

1公 債 費

(単位 |千円)

本 年 度 前 年 度 ,ヒ   車交

本 年 度 の 財 源 内 訳 節

説 明
特 定 財 源

一般 財 源 区   分 金  額団   県
支 出 金 地 方 償 そ の 他

2 29渡嘉敷村下水道ストックマネ
ジメント計画策定業務委託

4,001

14使用料及び

賃借料

2 1土地賃借料 2

3下水道建設

費

7,502 19,441 △ 11,939 乳00剣   |
(県)公共下水道建設補助金 5,000

1   1

2,502 15工事請負費 7,502 2公共土木建設工事費 (補助)1
21機械設備改築工事費 (補助 )

7,501

言‖・ 19,562 44,109 △ 24,547 8,000 11,562

一死1 金 3,899 5,052 △ 1,153 3,899 23償還金・利
子及び割引

料

3,899 1償還金元金 3,899

2利    子 443 578 △ 135 443 23償還企・利
子及び害Ⅲ引

料

443 1償還金利子 443

4,342 5,630 △ 1,288 4,342



)3予 1予 千円)

本 年 度 の 財 源 内 訳 節

特 定 財 源

一般 財 源 区   分 金  額
説 明木 年 度 前 年 度 ,ヒ    宅交

県

金出

国

支 地 方 債 そ の 他

1 1 11予 備 費

1 1 0 1
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給 与 費 明 細 書
下水道事業特別会計
1特 別 職 (単位 :千円)

優こ      ノノ
'｀

職 員 数

給 与   費

共 済 費 モ)  言十 備  考
辛R  酉川 給 料 (年間支給率)

期 末 手 当

そ の 他 の

手   当 計

本 年 度

長  等
( )

議   員
( )

/

そ の 他
( )

/
/

言|・

前 勾三 度

長  等
( )

議  員
( )

/

/

そ の 他
( )

/

言「

ケヒ    ‖咬

上＼′  等 ( )

議  員
/

(

そ の 他
/

( )

言
‐「

NO, 1



2-般 職
(ユ )総  括

区    分
給    与 費

共 済 費 合   計 備 考
職 員 数 辛R  酎‖ 給  料 職員手当 計

本 年 度 ( )

0
0 0 10 10 0 10

前 年 度 ( )

0
0 0 10 10 0 10

レヒ    巾交 ( )

0 0 0 0 0 0

(単イ立:千円)

l賊

貝

手

」4
の

内

11く

区   分 期 末 手 当 扶養手当 通勤手当
時間外

勤 務
手 当

児童手当 日直手当 特勤手当
管理職
手 当 住居手当

退職手当

組  合
負 担 金

言「

本 年 度 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 10

前 年 度 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 10

ケヒ    1唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2)給料及び職員手当の増減額の明細

区  分 増減額 (千円) 増減事由別内訳 (千円) 説 明 備 考

給   料 0

職員手当 0

NO.2



(3)給料及び職員手当の状況

1 た り の

行 政 職 海 事 職 単 労 職 備 考区 分

平 均 給 料 月 額

平 均 給 与 月 額H■ ),比 31411月 1田 〕見イli

平  均   年   齢

平 均 給 料 月 額

平 均 給 与 月 額ドヽヵ見3()4「11月 1ロコ見r」ニ

平  均  年   齢

1円・歳

NO.3

国  の  制  度
区  分 行 政 職 医 療 職 単 労 職

行 政 職 医 療 職 単 労 職
備 考

高 校 卒 148,600 144,500 148,600 144,500

大 学 卒 170,100 198,000 170,100 192,000



ウ 級 別 職 員 数

区 分

一丁 政 職 海 事 職 単 労 職

級 職員数 (人 ) 構成比 (%) 級 職員数 (人 ) 構成比 (%) 級 職員数 (人 ) 構成比 (%)

｀
「 )成 31イ 111)|||1現 杓i

1 級
( )

0

)

0
1        級

( ) ( )

0
1 級

)

0

( )

00

2   級
( )

0

( )

0
2   級

( ) ( )

2   級
( )

0

( )

00 0

3級～ 6級
( )

0

( )

0
3級～ 6級

( )

0

( )

0

( ) ( )

言十
( )

0

( )

0
計

( )

0

( )

0
計

)

0

( )

0

下勺サ文|,oイド 1ナ l lll〕 )とイ|

1          級
( )

0
1        級

( ) ( )

1         級
( )

0

( )

00 0

2   級
( )

0

( )

2   級
( ) ( )

2   級
( )

0

( )

0 0 0

8級～ 6級
)

0

( )

3級～ 6級
( ) ( ) ( ) ( )

0 0 0

言十
( )

0

( )

計
( ) ( )

言十
( ) ( )

00 0 0

区    分 1    級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

行   政   職 主   事 主   事 主   任 課長補佐・所長
主   任

課   長
課長補佐 。所長

課    長

海   事   職 乗 組 員 乗 組 員 航海士・機関士

事務長・乗組員

―等航海士 ,一等
機関士・事務長

一等航海士
一等機関士

船   長
機 関 長

単   労   職 技能職・労務職
単労職・見習職

技能職 。労務職
単労職 。見習職

NO.4



工 昇 給

区 分 合 計
代 表 的 な 職 種

備 考
行 政 職 海 事 職 単 労 職

本

年

度

職 員 数 (A)(人 ) 0 0

昇給に係る職員数 (B)(人 ) 0 0

号給数別内訳

2号給  (人 )

4号給  (人 )

6号給  (人 )

8号給  (人 )

3号給  (人 )

比率  (B)/(A) (%) 0 0

日II

年

度

職 員 数 (A)(人 ) 0 0

昇給に係る職員数 (B)(人 ) 0 0

号給数別内訳

2号給  (人 )

4号給  (人 )

6号給  (人 )

8号給  (人 )

3号給  (人 )

比率  (B)/(A) (%) 0 0

NO.5



オ 期 末 手 当 。勤 勉 手 当

力 定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区 ノ
ノ)

支 給 期 別 支 給 率

支給率計  (月 分 )
職 制 上の段階
職務 の級 等 に
よる加 算 措 置

備 考
6月  (月 分 ) 12月 (月 分)

本  年  度
( )

2.225

( )

2,225
4.45 4思と

前  年  度
( )

2.125

( )

2.325
4.45 鉦

国 の 制 度
( )

2,225

( )

2.225
4,45 有

区    分 20年勤続の者
(月 分)

25年勤続の者
(月 分)

35年勤続の者
(月 分)

最 高 限 度
(月 分)

その他の加算
処 置 等 備 考

文 給 率 等 19,670 28.040 39,758 47.709 制度なし

国 の 制 度
(文給率等 )

19.670 28,040 39,758 47,709 制度なし

NO.6



キ 特殊勤務手当

ク その他の手当

区 分 全   職   員
代 表 的 な 職 種

行  政  職 海  事  職 単  労  職

給料総額に対する比率   (%) 0.0 0,0

支給対象職員の比率
(平 )淀
「〕|イ]il月 1ロ ユ元右:)

(%) 0.0 0.0

代表的な特殊勤務手当の名称

区 分 国 の 制 度 と の 異 同 差 異 の 内 容 備  考

扶 養 手 碧 同

住 居 手 当 同

通 勤 手 当 異 交通の用具使用の場合の距離区分

NO.7




